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今月のランナーは笹木 美左貴さんです！

開館時間

9：00～19：00

8月の休館日

7・14・21・28日

今月のおはなし会は

19日(土）

11：00～11：30

♪ありがとうございました!次のランナーは井上 理枝さんです！♪

『いくらなんでもいくらくん』
シゲタサヤカ/著 イースト・プレス

【E/シ】

私が紹介する本は、シゲタサヤカさんの「いくらなんでもいくらくん」という絵本です。

この絵本は、主人公のいくら君がお殿様の無茶苦茶な注文に応えていくお話です。「今すぐ、

わしの好物のぶどうをたべさせろ！」なんて注文や、どんなに大きな物の注文にもいくら君は

驚きの発想で答えてくれます！

この絵本は普段絵本を読まない低学年の男の子が興味津々に読んでくれた作品です！なので、

普段本をあまり読まないお子さんにもおすすめですよ。

一度手に取って親子で一緒に大笑いしてみてはどうでしょうか。

夏休みイベント「ほんわ館からの挑戦状」今年も開催中です!!

8月１日(火)～8月6日(日)夏休みイベント「ほんわ館からの挑戦状」が開催されています。ほんわ館で謎解き

にチャレンジして、楽しい夏の思い出を作りましょう!!たくさんのご参加をお待ちしております!!

盂蘭盆(うらぼん）と盆踊り

クールシェアで暑い夏を乗り切ろう！

クールシェアとは暑い日に一人でエアコンをつけるのではなく、涼しい場所に集まって一緒に過ごそうという取り組みです。

今年の夏は、ぜひほんわ館をみなさんの生活の一部としてご利用ください!!ご来館をお待ちしております。

お盆という言葉は夏の年中行事として定着していますが、もとは「盂蘭盆（うらぼん）」という仏教の

言葉が起源になっています。亡くなった人の霊魂がこの世に戻られるという期間のことで、お墓参りをし

て先祖の精霊を迎え入れ家族と一緒に過ごします。そして、この期間に合わせて各地では盆踊りなどの夏

祭りが賑やかに行われます。一方、お盆の3日間は地獄の鬼も休みで居なくなることから、地獄の釜の蓋が

開き悪い精霊が飛び出して来るとも言われます。

「最も忌むべき精霊が神々の守護警戒のゆるむ時を覗ってこの夜来るのは勿論で、偉大なる力を離れては

無力な人間たちは、ひたすら邪神、悪魔のつけ入る事のできないようしていなければならぬのだが、自分

一人では避けることの難しさを知ったとき、神仏の庭に集って神聖な場所で暫くでも安心な夜を過ごそう

とする。」それが、盆踊りに続いていると民俗学者の折口信夫は著しています。

【折口信夫全集 第二巻古代研究（民俗学編1）』折口信夫∥著 中央公論社(烏兎沼文庫918/オ/2)より】

今年は、新型コロナの影響で中止になっていた盆踊りや夏祭りが、あちこちで復活しています。

町内では唯一となった岡地区の盆踊りも8月13日に行われるようです。行動制限で会えなかった

兄弟姉妹や親戚と顔を合わせ、楽しく過ごす日が戻ってきました。



ここに掲載されている本は一部です

新しく入った本
【小説・エッセイ】 【こどものほん】

【生活書・教養書】

『香港警察東京分室』

月村 了衛/著 小学館【913.6/ツ】

『日暮れのあと』

小池 真理子/著 文藝春秋 【913.6/コ】

『光のしるべ』 あさの あつこ/著

角川春樹事務所 【913.6/ア】

『キツネ狩り』

寺嶌 曜/著 新潮社 【913.6/テ】

『大原千鶴のおいしい冷凍レシピ』

大原 千鶴/著 NHK出版 【596/オ】

『ぼくはあと何回、満月を見るだろう』

坂本 龍一/著 新潮社 【764.7/サ】

『脈動 PULSATION』

今野 敏/著 KADOKAWA 【913.6/コ】

『この限りある世界で』

小林 由香/著 双葉社 【913.6/コ】

『この夏の星を見る』

辻村 深月/著 KADOKAWA 【913.6/ツ】 『もりあがれ!!タイダーン』

ヨシタケシンスケ/著白泉社 【726.6/ヨ】

『パソコンとインターネットの「わからない！」を

スッキリ解決』 宝島社 【007.6/ハ】

『ウクライナ戦争の嘘』

手嶋 龍一/著 中央公論新社 【319.3/テ】

『私はスカーレット 上・下』

林 真理子/著 小学館【913.6/ハ】

『刑事何森闘争の行先』

丸山 正樹/著 東京創元社 【913.6/マ】

『うるうの朝顔』

水庭 れん/著 講談社 【913.6/ミ】

▶ 『おばあちゃんちの
ふしぎなまど』

シビル ドラクロワ/さく

ほるぷ出版【E/ト】

『人気№1にダマされないための本』

小林 直樹/著 日経BP 【350.1/コ】

◀ 『なつやすみ』
麻生 知子/作 福音館書店

【E/ア】

『人体と病気まるわかり大全』

福冨 崇浩/著 主婦と生活社【491.3/フ】

普段はそれぞれのテーマ

によって、違う棚に置かれて

いるコミックエッセイを

まとめてみたら 個性も表情

も豊かな本が大集合！

しかも小説とはまた違った

魅力があり、活字が苦手な

人でも読みやすいので、スキ

マ時間に読んでみるのもお

すすめです。

さて どれから読みますか？

『墨のゆらめき』

三浦 しをん/著 新潮社 【913.6/ミ】

『もうがんばれな

い日のための限

界ごはん』

杏耶/著

KADOKAWA

【596/ア】

『部屋がもっとキ

レイになりまし

た』

わたなべぽん/

著 KADOKAWA

【597.9/ワ】

『うちの猫がまた

変なことしてる。』

卵山 玉子/著

KADOKAWA

【645.7/タ】

『ぼくの

お父さん』

矢部 太郎/

著 新潮社

【726.1/ヤ】

『ゴミ清掃員の日常

～ゴミ分別セレク

ション』

滝沢 秀一/原作・構

成 講談社

【518.5/タ】

『うちの

でこぼこ兄妹』

寺島 ヒロ/著

飛鳥新社【916/

テ】

『さくらんぼ社長の経営革命』

矢萩 美智/著 中央経済社 【625.5/ヤ】

～ほっとひといき

コミックエッセイはいかが？～


